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有機 EL (OLED)は、2 つの電極の間に機能分離された多層の極薄有機層がサンドイッチされた

構造を有している。動作中の OLED 内部で各有機層や電極界面で電荷が移動・蓄積する挙動を調

べることは OLED の動作機構や劣化解析に極めて重要な課題であるが、素子を組み上げた後は有

機層内部の挙動を分子レベルで調べる手法に乏しい。我々はこれまでに可視光を波長可変化した

和周波発生(SFG)分光を用い、素子に電圧を印加することで引き起こされる電界誘起効果を利用す

ることで実動作下の OLED 内部の電荷蓄積のその場計測に成功した[1,2]。本講演では、この OLED

にパルス電圧を印加した際の素子内部の電荷挙動の実時間計測を試みたので報告する[3]。 

図 1にパルス電圧時間分解電界誘起 SFG スペクトルを示す。印加電圧は 10V、パルス幅は 15s

である。素子に電圧印加していない際に見られている SFG のピークの大半は電荷輸送層に用いて

いる Alq3由来のピークである。電圧パルス印加直

後に SFGスペクトルではピーク強度の低下が見ら

れるが、これは電圧印加により Alq3の分極電荷方

向と逆向きのバイアス、により分極電荷を打ち消

しているためと考えられる。その後 1567、1497、

1550cm−1 のピーク強度が増加するが、それぞれ

-NPDカチオンとAlq3アニオンに由来するピーク

に帰属される。電圧パルスを印加した時間分解

SFG 測定を行うことにより電圧印加時に電荷発生

およびキャリアとなるカチオンとアニオンの生成

を直接振動スペクトルで測定することに成功した。

電圧パルス消失後は、-NPDカチオンと Alq3アニ

オンのピークが速やかに消失しており、

-NPD/HAT-CN界面での電荷再結合及びAl陰極へ

の電荷移動が速やかに起こっていることがわかる。 
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Fig. 1 Time-resolved EFI-SFG spectra of OLEDs. 
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